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広東住血線虫のアフリカマイマイＡＣﾉﾉαﾉﾉ川ノＭｃｚｚ

内における発育に関する実験的研究

堀栄太郎山口勝幸

（昭和55年９月29日受領）

Ｋｅｙｗｏｒｄｓ：experimentalstudies，

ＡＣ/iazi"α／Ｍｊｃａ

developmentofA"giosZ7o"gyZ"Ｓｃα"to"e"Sis，

広東住血線虫Ａ"giost'wJgyZ"Ｓｃα"Zo"e"Sｉｓの主要な

中間宿主としてアフリカマイマイＡｃＭｉ"α／Ｍｃａが

知られている（AlicataandJindrak，1970)．本邦におい

てはOtsuru(1977)が南西諸島の広東住血線虫について概

説を述べている．アフリカマイマイについては沖繩諸島

でNishimura（1966）が，小笠原諸島では堀ら（1973,

1974)が，奄美諸島与論島で山下ら（1978)および石田ら

(1978)が自然界で主要な中間宿主となることを報告して

いる．しかし，アフリカマイマイ内における広東住血

線虫幼虫の発育に関する研究は少なく，Sauerltinder

andEckert(1974)がＡ､Ｃａ"to"e'ＭおよびＡ､ｕａｓｏｒ"ｍ

について，BrockelmaneZaZ．（1976)がＡ､ｃα"to"e"sｉｓ

についての実験的研究があるに過ぎない.今回,小笠原諸

島父島および母島で採集したアフリカマイマイを実験室

内で飼育し，本種幼虫の感染実験を行い，体内での発育

を観察した．

摂食後は餌を取り替え飼育した．広東住血線虫幼虫の検

出は摂食後９～46日間の間に行い，個体毎に殻高を計測

し，その後殻を取り除き軟体部を細かく切りきざんで１

％塩酸ペプシンによる消化法で，４０～45Ｃの孵卵器内

に30分放置し，ガーゼで濾過し，濾液中の幼虫の有無を

調べ計数した．なおNo.４の実験群では摂食後経日的に

体内での幼虫の発育状況を観察し，No.５の実験群では

体内での寄生部位をみるために個体毎に軟体部（足およ

びマントル部）と消化腺およびその他の部分の２部分に

分けて検査した．一部の貝は10％ホルマリン水で固定

後，連続切片を作成し，ヘマトキシリン・エオジン染色

を施し，体内での寄生状況を観察した．また貝から検出

した第３期幼虫をラットに与え，感染実験も行った．ラ

ットへの感染方法は実体顕微鏡下で第３期幼虫を40匹宛

計数し，経口感染用長針（長さ８ｃｍ）を用い，ラットの

冑に達するように注入した．注入後は７５～118日までの

間に剖検し，肺動脈内の成虫の有無および寄生数を調べ

た．
材料および方法

実験に供したアフリカマイマイは小笠原諸島父島およ

び母島で採集した成貝を実験室内で飼育し，産卵，孵化

させた幼貝で，孵化後52日目から160日目まで飼育した

殼高平均８０～20ｍｍの大きさの貝を用いた（Fig.１）．

幼貝の飼育は25Ｃ恒温室内で行い，径約12ｃｍ，高さ約

11ｃｍの金網蓋付のガラス容器を用い，容器の底に小砂

利を敷き，容器内を温室にし，餌はサツマイモを与え

た．感染方法はあらかじめ，感染ラット糞便を浄水で溶

かし，遠心沈澱した沈湾糞便（カバーグラス18ｍｍ×１８

ｍｍ当り第１期幼虫約30匹を含む）を飼育容器内のサツ

マイモの上に置き，餌として与え，２４時間摂食させた．

成績

１）アフリカマイマイ内における幼虫の感染状況

５群，６２個の幼貝で感染実験し，体内での幼虫の感染

状況はTablelにみられるように５群共感染はみとめら

れたが，感染率は42.8～100％で平均87.1％であった．

検出した幼虫数は平均2.6～110匹で中には１個体に285

匹も検出された貝もあった．

２）アフリカマイマイ内における幼虫の発育状況

No.４の実験群で摂食後10日，１５日，２０日および35日

目の４段階で経日的に貝を取り出し，体内での幼虫の発

育状況を観察した．幼虫の発育状況はTable2にみられ埼玉医科大学寄生虫学教室
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TablelExperimentalinfectionofjuvenilAchaZi"α犬`Zicawith

first-stagelarvaeofA．ｃα"ro7ze"sｉｓｉｎｒａｔｆｅｃｅｓ

Ｎｕｍｂｅｒｏｆａｃｔｉｖｅ

ｌａｒｖａｅｐｅｒｓｎａｉｌ
Averageheight
ofshell（ｍ、）
(Daysafter

hatching）
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９（６４）

８（５２）
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Ｎｏ．ｏｆ
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ｌａｒｖａｌ
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Ｎｏ．of

snails
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ＥｘｐｅｒＬ
ｍｅｎｔａｌ

Ｎｏ．

Positive

rate％

５０．０

４２．８

９３．３

１００

１００

Ｍｉｎ．－Ｍａｘ．Ａｖｅｒａｇｅ

３．３

２．６

８．９

１７．８

１１０

３
４
４
３
５

１
１
２
４
８
２

３
２
２
７
９
１

０
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０
９
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３
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３
４
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９
０
１

６
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１
２
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３
３
４
４
０

１
２
１

１
２
３
４
５

5４ 8７．１ 2８．５6２

Table2DevelopmentofAcα"ro,ノビ"sislarvaeinAcAat/,,α犬`Zicaexperimentallyinfected

AveragenumberofactivelarvaeofA．ｃα"ZLo"e"siｓＤａｙｓａｆｔｅｒ
ｌａｒｖａｌ

ｅｘｐｏｓｕｒｅ

Ｎｏ．of

snails

tested

Ｎｏ．ｏｆ

ｓｎａｉｌｓ

ｉｎｆｅｃｔｅｄ 3rd-stage（％）Total

11.8

１０．６(49.1）２１．６

２０．０(84.7）２３．６

１６．５(99.4）１６．６

2nd-stage（％）

４．８(40.7）

１１．０(50.9）

３．６(15.6）

０．１（0.6）

lst-stage（％）

７．０(59.3）1０

１５

２０

３５

５
５
５
９

５
５
５
９

Table3Distributionof3rd-stagelａｒｖａｅｏｆＡｃα"/o"c"ｓｉｓｉｎｔｈｅ

ｂｏｄｙｏｆＡｃ/ｉａｒｉ"α/ilZicaexperimentallyinfected

Ｄｉｇｅｓｔｉｖｅｇｌａｎｄａｎｄ
ｏｔｈｅｒｏｒｇａｎｓ

Ｆｏｏｔａｎｄｍａｎｔｌｅ

Ｎｏ．ｏｆ

ｓｎａｉｌｓ

ｔｅｓｔｅｄ

Ｄａｙｓａｆｔｅｒ
ｌａｒｖａｌ

ｅｘｐｏｓｕｒｅ

Numberoflarvae

perpositivesnailParasitized
rate96

AverageMin．－Ｍａｘ、

５６．７８－１４９５１．５

Ｎｕｍｂｅｒｏｆｌａｒｖａｅ

ｐｅｒｐｏｓｉｔｉｖｅｓｎａｉｌParasitized
mte％

ＡｖｅｒａｇｅＭｉｎ－Ｍａｘ，

５３．３１１－１９３４８．５1０ 4０

ぴその他の部分の２部分に分けて10個体を検査した．

Table3にみられるように軟体部（48.5％）と消化腺お

よびその他の部分（51.5％）とでは幼虫の寄生部位に著

しい差異はみられなかった．また摂食後15日目および

30日目の貝の連続切片でみると虫体周辺は線維芽細胞様

細胞に囲まれた像としてみられ（Fig.３)，筋肉質部や

足に多くみられ（Figs､４，５)，脳組織周辺にも虫体断

面像がみられた（Fig.６）．

３）第３期幼虫のラットへの感染実験

検出の第３期幼虫をラット５頭に経口感染させ成虫の

寄生状況を観察した．その寄生状況はTable4にみられ

るように５頭共に感染し，寄生率は35.0～92.5％で平均

64.5％であった．肺動脈内成虫寄生数は雄平均12.4匹

(４～23匹)，雌平均13.4匹（７～19匹)，計25.8匹（14～

るように摂食後10日目では第１期幼虫および第２期幼虫

が検出され，検出幼虫の40.7％は第２期幼虫まで発育し

ていたが，第３期幼虫は検出されなかった、１５日目では

第２期幼虫および第３期幼虫が検出され，約半数（49.1

％）が第３期幼虫であった．２０日目では大部分（84.7

％）の幼虫が，３５日目では殆んど（99.4％）の幼虫が第

３期幼虫であった．このことからアフリカマイマイ内で

は約２週間で約半数の幼虫が，また約３週間で大部分の

幼虫が第３期幼虫まで発育していたことが分った．また

検出した第３期幼虫20匹を計測したところ，体長平均

0.45ｍｍ（0.42～0.48ｍｍ)，体幅平均0025ｍｍ（0.023

～0.026ｍｍ）であった（Fig.２)．またNo.５の実験群

で体内での幼虫の寄生状況を観察するために摂食後40日

目に貝の軟体部（足およびマントル部）と消化腺およ

（１２）
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Table4Experimentalinfectionofratswith3rd-stagelarvaeof

Acα"Zo"elzsisfromAchaZ伽九//cabyoralfeeding

Ｎｏ．ｏｆ

３rd-stage
larvaefed

Ｄａｙｓａｆｔｅｒ
ｌａｒｖａｌ

ｅｘｐｏｓｕｒｅ

ＮｕｍｂｅｒｏｆＡ・ｃａ７ｚＺｏ"e"sisrecovered
Ｒａｔｓ

Ｎｏ．
Recovery
rate％

Ｍａｌｅ TotalＦｅｍａｌｅ

１
２
３
４
５

０
０
０
０
０

４
４
４
４
４

７５

７８

１１８

８０

１１８

６
４
３
７
２

１
２

１

９
０
４
７
７

１
１
１

１

５
４
７
４
９

３
１
３
１
２

8７．５

３５．０

９２．５

３５．０

７２．５

37匹）であった．
まとめ

考察

本邦においては南西諸島や小笠原諸島ではアフリカマ

イマイが広東住血線虫の主要な中間宿主として知られて

いる（Otsurul977,堀1980)．WallaceandRosen(1969）

はハワイのオハフ島でアフリカマイマイ第３期幼虫の自

然感染で幼貝にも寄生はしているが幼貝よりも成貝に

著しい感染率の増加がみとめられたとのべ，また国吉

(1972）は沖繩諸島で，堀らは小笠原諸島でのアフリカ

マイマイの自然感染の観察で幼貝より成貝に著しい感染

の増加の傾向が認められたと報じている．しかし，本実

験成績でみられるように幼貝（8.0～20ｍｍ）を用いた感

染実験では高い感染率が得られた．アフリカマイマイ内

での幼虫の発育についてSauerltinderandEckert(1974）

はハワイで殼高2.2～３．０ｃｍの幼貝を用いた感染実験

で摂食後24日目に第３期幼虫がみられたと報じ，また

BrockelmaneZaZ.(1976)はタイで殻高５ｃｍ以上の貝を

用い，摂食後24日目までに第３期幼虫まで発育したとの

べている．本感染実験では摂食後20日目の観察で大部分

の幼虫が第３期幼虫まで発育し，ほぼ同様の結果が得ら

れた．第３期幼虫の体内での寄生部位についてBrockel‐

ｍａｎｅｔａムおよびSauerlander（1976）はマントル部に

大多数の幼虫が寄生しているとのべているが，本実験で

は足およびマントル部と消化腺およびその他の部分に分

けた幼虫の検出状況からみると貝体内での幼虫の寄生部

位に著しい差異はみられなかった．またアフリカマイマ

イ内での広東住血線虫幼虫の虫体周辺の組織切片像では

BrockelmanetaZ．は線維芽細胞による反応とのべてお

り，本実験の組織切片像でもFigs、３～６にみられるよ

うに線維芽細胞様細胞出現による虫体囲僥の像としてみ

られた．しかし虫体を取り巻く被嚢現象についてはさら

に詳細な観察をすべきものと考えられた．

小笠原諸島父島および母島で採集したアフリカマイマ

イＡＣ/iα伽α九"Ｃａを実験室内で飼育し，広東住血線虫

の二世代幼貝への感染実験を行った．実験室内で飼育し

た8.0～20ｍｍの幼貝への感染実験で摂食後約３週間で

大部分の幼虫は第３期幼虫まで発育した．また検出され

た第３期幼虫のラットへの感染実験で成虫が得られた．

本研究で用いた材料のアフリカマイマイの移動および

実験室内での飼育は農林水産大臣の許可を受けた．なお

本論文の要旨の一部は第４２回日本寄生虫学会において発

表した．
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I Abstract j

EXPERIMENTAL STUDIES ON THE DEVELOPMENT OF

ANGIOSTRONGYLUS CANTONENSIS IN ACHATINA

FULICA FROM OGASAWARA ISLANDS

Eitaro HORI and Katsuyuki YAMAGUCHI

{Department of Parasitology, Saitama Medical School, 38 Morohongo,

Moroyama, Iruma-gun, Saitama 350-04, Japan)

First-stage larvae of Angiostrongylus cantonensis were experimentally fed to juvenile snails

(8.0-20 mm) of Achatina fulica, of which parental snails were collected from Ogasawara Islands.

The experiment showed that most of the first-stage larvae fed to snails developed into third-

stage larvae within about three weeks after feeding. The larvae recovered from snails were

capable of developing into adult worms in white rats.

Explanation of Figures

Fig. 1 Juvenile snails of Achatina fulica used for infection experiments. X2 (Scale

in mm)

Fig. 2 A third-stage larva of A. cantonensis found in juvenile snail. X 250

Figs. 3-6 Tissue sections of juvenile snails.

Fig. 3 A nodule with A- cantonensis larvae in foot of snail, showing development of co-

nective tissue on 15 th day of infection. X300

Fig. 4 Cross section of A. cantonensis larvae in muscle layer of snail. X 200

Fig. 5 Cross section of third-stage larvae in foot of snail. X 200

Fig. 6 Cross section of larvae near brain of snail. X200
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